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現
下
の
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
、
国
を
超
え
て

の
人
と
資
本
の
移
動
は
ま
す
ま
す
増
え
こ
そ
す
れ
減
じ
る
気
配
は

（
１
）
 

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
多
く
の
国
が
多
文
化
社
〈
玄
の
状
況

を
呈
し
は
じ
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
は
人
種
や
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
ど
を
理
由
と
し
た
就
職
や
昇
進
な
ど
に
お
け
る
差
別

状
況
が
依
然
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
そ
の
国
の
国
籍
を
有

し
て
い
る
移
民
第
二
、
第
三
世
代
に
対
す
る
差
別
は
、
人
道
上
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
律
上
も
彼
ら
の
国
民
と
し
て
の
権
利
が
侵

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
種
的
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
差
別
は
、

国
連
の
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
を
は
じ
め
と
す
る
条
約
上
の
人

－
２
）
 

権
条
項
に
も
反
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
は
、
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
（
ロ
ー
マ
条
約
と
の
も
と
に
、
域
内
の
市

資
料
紹
介解
題 『
将
来
へ
の
挑
戦
Ｉ
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
お
け
る
人
種
平
等
ｌ
』
に
つ
い
て
（
上
）

民
権
を
有
す
る
人
々
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
な
ど
の
理
由
に
基
づ

く
差
別
な
く
、
条
約
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
権
利
や
自
由
を
享
受
し

（
３
）
 

得
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

「
人
種
関
係
法
」
に
よ
り
人
種
や
民
族
を
理
由
と
す
る
差
別
は
違

法
と
さ
れ
、
同
法
の
も
と
で
、
「
機
会
の
平
等
の
達
成
と
良
好
な

人
種
関
係
の
構
築
」
を
目
標
と
し
た
人
種
関
係
政
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

人
種
関
係
政
策
に
関
し
て
日
本
で
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て

の
研
究
は
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政

策
に
関
す
る
具
体
的
な
実
証
研
究
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。
し
か

し
、
過
去
に
植
民
地
政
策
を
と
っ
た
事
実
、
国
の
規
模
な
ど
に
お

い
て
日
本
と
の
共
通
点
を
抱
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政
策
を

研
究
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
多
文
化
社
会
の
出
現

の
可
能
性
を
鑑
み
た
場
合
、
参
考
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ

（
４
）
 

る
。
現
在
、
日
本
に
は
、
特
別
、
水
住
の
在
留
資
格
を
有
す
る
在
日

山
田
澄
子



韓
国
・
朝
鮮
人
、
お
よ
び
日
本
国
籍
を
す
で
に
取
得
し
て
い
る
韓

国
系
・
朝
鮮
系
日
本
人
な
ど
に
対
す
る
教
育
お
よ
び
就
職
差
別
な

ど
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
難
民
の
受
け
入
れ
な
ど
に
お
い
て
も

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
、
日
本
は
か
な
り
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

（
５
｝
 

□
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
う
や
く
「
人
権
擁
護
法
」
（
仮
称
）
が
成
立

可
し
そ
う
な
兆
し
で
は
あ
る
が
、
こ
の
法
案
も
様
々
な
課
題
を
抱
え

ぃ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
に
な
お
あ
る
に
も
か

』
か
わ
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
や
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影

司
響
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
増
加
は
止
め
ら
れ
な
い
趨

癖
勢
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政
策
を
参
考
に
し

蝿
て
、
今
後
、
適
切
な
人
種
関
係
政
策
を
と
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

鳩
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
い
え
よ
う
。

率
現
時
点
で
人
種
関
係
政
策
の
理
念
は
、
「
同
化
」
か
「
多
文
化

市
主
義
」
か
に
大
別
で
き
る
。
ま
た
具
体
的
な
政
策
の
基
準
は
、

地
「
機
会
の
平
等
」
も
し
く
は
「
結
果
の
平
等
」
に
分
類
す
る
こ
と

》
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
種
関
係
法
「
召
、
の
宛
の
一
四
二
○
口
の

ト
ン
Ｒ
」
の
も
と
、
「
平
等
な
機
会
の
達
成
」
と
「
良
好
な
人
種
関

鞭
係
の
構
築
」
を
目
標
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的

醐
差
別
是
措
置
）
が
採
用
ざ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

彩
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
差
別
の
存
在

崎
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
社
会
的
構
造
差
別
（
の
。
、
一
四
一

７
⑪
庁
『
■
、
目
［
四
一
巳
の
、
【
旨
一
目
二
・
口
）
、
組
織
差
別
（
曰
、
〔
冒
戴
・
目
一
旦
一
の
‐

６
 

、
『
一
目
目
［
一
・
ロ
ー
皮
膚
の
色
、
文
化
若
し
く
は
民
族
的
出
自
を
理
由
と

し
て
、
組
織
全
体
と
し
て
、
適
切
で
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
失
敗

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
エ
ス
ー
ー
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
人
々
に
不
利
益
に
働
く
よ
う
な
無
意
識
の
偏
見
や
無
知
、
無
配
慮
、

人
種
主
義
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
な
ど
に
よ
る
差
別
と
し
て
、
手
続
き

や
態
度
お
よ
び
行
動
の
う
ち
に
観
察
さ
れ
る
）
お
よ
び
宗
教
を
含
む

文
化
的
差
別
が
残
さ
れ
た
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
が
二
○
○
一
年
に
発
行

し
た
、
同
市
に
お
け
る
差
別
実
態
報
告
書
「
将
来
へ
の
挑
戦
ｌ
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
お
け
る
人
種
平
等
Ｓ
函
シ
Ｆ
ｐ
ｚ
ｏ
ｐ
『
○
両

（
６
）
 

弓
出
口
句
□
『
日
日
》
幻
四
、
の
ｐ
Ｃ
ｇ
－
ご
曰
囚
目
一
口
、
百
日
）
』
の
内
容
を
要

約
し
て
紹
介
す
る
。
同
報
告
書
を
紹
介
す
る
理
由
は
、
次
の
二
点

に
あ
る
。
第
一
点
目
と
し
て
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
エ
ス
ニ
ッ

（
７
）
 

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
数
が
イ
ギ
リ
ス
第
一
一
位
を
占
め
て
い
る
都

市
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
様
々
な
人
種
関

（
８
）
 

（
９
）
 

係
政
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
人
種
平
等
委
員
〈
玄
も

設
置
さ
れ
て
お
り
、
同
委
員
会
は
人
種
関
係
政
策
の
指
導
監
督
を

行
い
な
が
ら
同
市
と
連
携
、
協
力
し
つ
つ
人
種
平
等
の
達
成
を
目

指
し
て
い
る
。
第
二
点
目
と
し
て
は
、
同
市
は
、
上
述
の
よ
う
に

人
種
関
係
政
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
同
政
策
に
対
す
る
名
声

を
博
し
て
い
る
都
市
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
、
上
述

し
た
よ
う
な
様
々
な
人
種
差
別
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
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6８ 

イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政
策
は
、
「
人
種
関
係
法
」
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
法
は
一
九
六
五
年
に
制
定
さ
れ
、
そ
の

後
一
九
六
八
年
、
’
九
七
六
年
、
二
○
○
○
年
に
改
正
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
九
八
○
年
代
ま
で
、
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
関
係
は
主
と
し
て
「
白
人
」
と｛Ⅲ
｝
 

「
非
白
人
」
の
間
の
「
人
種
」
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
問
題
は
、
旧
植
民
地
西
イ
ン
ド

諸
島
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
等
か
ら
の
皮
膚
の
色
の
違
う
移
民

の
よ
う
な
現
状
に
対
す
る
反
省
を
含
ん
で
、
自
主
的
に
差
別
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
一
歩
進
ん
で
今
後
の
と
る
べ
き
施

策
を
著
し
た
勇
気
あ
る
同
市
の
行
動
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
い

か
な
る
差
別
が
今
な
お
存
在
し
、
い
か
な
る
施
策
が
施
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
日
本
の
今
後
の
多
文
化
社
会

に
お
け
る
と
る
べ
き
人
種
関
係
政
策
の
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
同
差
別
実
態
報
告
書
の
１
章
か
ら
３
章
ま
で

を
、
次
号
に
お
い
て
、
４
章
か
ら
終
章
ま
で
を
紹
介
す
る
。

紹
介
に
先
立
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政
策
の
理
解
を
容
易

に
す
る
た
め
に
、
同
政
策
の
基
盤
を
な
す
差
別
禁
止
法
で
あ
る

「
人
種
関
係
法
」
、
お
よ
び
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
人
種
関
係
政
策
に

つ
い
て
概
略
的
に
説
明
す
る
。

（
Ⅲ
）
 

１
１
人
種
関
係
法

の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
背
景
を
伴
っ
た
人
種
問
題
の
解
決

の
た
め
に
、
時
の
労
働
党
政
府
は
一
九
六
五
年
に
反
差
別
法
で
あ

る
「
人
種
関
係
法
（
幻
月
の
宛
の
一
ｍ
［
一
・
口
、
シ
、
二
＠
＄
）
」
を
制
定
し
た
。

同
法
は
「
有
色
人
種
移
民
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
良
好
な
人
種
関

係
の
構
築
」
と
、
「
平
等
な
機
会
の
達
成
」
を
目
指
し
、
人
種
差

別
を
違
法
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
初
の
法
律
で
あ
っ
た
。

二
九
六
五
年
人
種
関
係
法
」
で
は
「
公
的
な
場
所
」
に
お
け

る
差
別
を
違
法
化
す
る
と
と
も
に
、
家
屋
賃
貸
借
の
売
却
に
際
し

て
の
差
別
が
規
制
さ
れ
た
。

違
法
な
差
別
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
差
別
に
対
す
る
救
済
の
申

し
立
て
を
監
視
機
関
に
対
し
て
行
う
が
、
監
視
機
関
の
機
構
と
調

停
手
続
は
概
略
次
の
通
り
で
あ
る
。
違
法
な
差
別
を
監
視
す
る
た

め
の
中
央
機
関
と
し
て
人
種
関
係
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
有
色

人
種
の
集
住
地
区
や
差
別
問
題
が
頻
発
す
る
地
区
な
ど
、
必
要
と

思
わ
れ
る
地
域
に
、
人
種
関
係
委
員
会
は
地
方
調
停
委
員
会
を
設

置
し
た
。
調
停
委
員
会
は
差
別
を
受
け
た
者
か
ら
の
訴
え
を
受
理

し
、
当
事
者
間
の
説
得
と
調
停
に
よ
っ
て
、
差
別
行
為
中
止
の
保

証
を
確
保
す
る
。
し
か
し
、
調
停
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
は
、

地
方
調
停
委
員
会
は
そ
の
旨
を
人
種
関
係
委
員
会
に
報
告
す
る
。

そ
の
報
告
を
受
け
た
人
種
関
係
委
員
会
は
、
差
別
行
為
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
旨
を
法
務
総
裁
に
報
告
す
る
。
「
公
的
な
場
所
」



に
お
け
る
人
種
差
別
行
為
の
禁
止
命
令
を
求
め
る
民
事
訴
訟
は
、

法
務
総
裁
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
。
差
別
行
為
が
連
続
し
て
行
わ

れ
、
か
つ
、
裁
判
所
の
禁
止
命
令
に
よ
っ
て
し
か
そ
の
差
別
行
為

が
中
止
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
裁
判
所
は
差
別
行
為
の

口
停
止
等
の
禁
止
命
令
を
出
す
。
し
か
し
、
調
停
協
議
に
お
け
る
内

可
容
は
、
当
事
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
証
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。

い
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
「
公
共
の
場
所
」
に
お
け
る
人
種
的
憎

』
悪
を
扇
動
す
る
言
動
は
、
犯
罪
と
し
て
刑
事
罰
が
科
せ
ら
れ
る
が
、

引
こ
の
刑
事
訴
訟
は
法
務
総
裁
だ
け
が
提
起
で
き
る
。

癖
「
同
一
九
六
八
年
法
」
で
は
、
違
法
な
差
別
が
以
下
の
よ
う
に

錘
よ
り
明
確
に
定
義
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
差
別
と
は
、
「
人
が
、

瀝
皮
膚
の
色
、
人
種
、
民
族
的
も
し
く
は
国
民
的
出
自
を
理
由
と
し

牢
て
、
あ
る
者
を
他
の
人
々
を
処
遇
す
る
よ
り
も
、
も
し
く
は
処
遇

市
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
り
も
非
好
意
的
（
←
の
⑫
の
働
く
。
【
回
す
｝
『
）
に
処

ムガ
遇
す
る
状
況
を
い
》
う
。
こ
れ
ら
の
理
由
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て

ンミ
あ
る
者
を
他
の
者
か
ら
隔
離
（
の
①
咀
円
の
、
目
・
ロ
）
す
る
こ
と
は
、
他

作
の
者
よ
り
も
非
好
意
的
に
処
遇
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
三
条
）
」
・

鍵
さ
ら
に
、
違
法
な
差
別
の
適
用
範
囲
が
、
雇
用
（
一
一
一
、
四
条
）
・

鰯
住
宅
（
五
条
）
・
諸
サ
ー
ビ
ス
（
一
一
条
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

零
人
種
関
係
委
員
会
の
調
停
機
能
も
強
化
さ
れ
、
被
害
者
の
訴
え
を

蛎
前
提
と
し
な
い
独
自
の
調
査
権
（
’
七
条
）
、
民
事
訴
訟
提
訴
を

９
提
起
す
る
権
限
（
一
九
条
）
が
、
同
委
員
会
に
付
与
さ
れ
た
。

６
 

「
同
一
九
七
六
年
法
」
で
は
、
差
別
の
根
拠
と
し
て
、
皮
層
の

色
、
人
種
、
民
族
的
も
し
く
は
国
民
的
出
自
（
の
ｓ
三
．
○
円
ご
目
Ｃ
ｐ
－

ｍ
ｌ
Ｃ
長
冒
）
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
「
国
籍
」
が
加
え
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
直
接
差
別
と
と
も
に
、
結
果
と
し
て
差
別
的
効
果
を
持
つ

間
接
差
別
も
違
法
な
差
別
と
さ
れ
、
違
法
な
差
別
の
適
用
範
囲
は
、

各
組
識
（
事
務
所
、
会
社
、
組
合
、
許
認
可
機
関
、
職
業
訓
練
所
、

職
業
安
定
所
、
警
察
、
教
育
機
関
・
施
設
、
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅

な
ど
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
人
種
関
係
委
員
会
に
代
わ
っ

て
、
人
種
平
等
委
員
会
（
○
・
已
旦
⑩
②
一
○
口
冒
恩
：
扁
口
巨
一
旨
、
以

下
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）
が
設
立
さ
れ
て
、
同
委
員
会
の
機
能
強
化
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
公
式
調
査
権
（
四
八
条
）
、
証
人
の
出
席
・
記

録
の
提
出
・
証
拠
の
提
供
命
令
権
（
五
○
条
）
、
差
別
停
止
通
告

発
行
権
（
五
八
条
）
、
個
人
救
済
支
援
の
為
の
裁
量
権
な
ど
が
付

与
さ
れ
、
弁
護
士
斡
旋
や
訴
訟
費
用
の
扶
助
も
可
能
と
な
っ
た

（
六
六
条
）
。
同
法
は
七
五
年
制
定
の
「
性
差
別
禁
止
法
（
の
倶

口
の
。
【
一
旦
ロ
豊
・
皀
少
、
こ
＠
「
、
）
」
と
と
も
に
、
車
の
両
輪
と
し
て
、

差
別
撤
廃
に
尽
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

「
同
二
○
○
○
年
法
」
で
は
、
公
的
機
能
を
持
つ
民
間
組
織
も

含
め
て
、
す
べ
て
の
公
的
組
織
に
お
い
て
人
種
差
別
を
撤
廃
す
る

義
務
が
課
せ
ら
れ
た
含
条
一
九
項
）
。
市
の
取
り
引
き
相
手
に

も
、
契
約
要
件
と
し
て
、
人
種
差
別
撤
廃
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
課
し
て
い
る
。
同
法
七
一
条
（
二
項
に
お
い
て
、
公
的
組

部落解放研究 Nol49 2002 1２ 
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職
に
お
け
る
差
別
の
撤
廃
と
人
種
平
等
の
促
進
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
人
種
平
等
促
進
と
は
、
「
政
策
決
定
者
や
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
は
、
政
策
や
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
で
あ
る
よ
う
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
サ
ー
ビ
ス
が
不
公
平
で
あ
っ
た
り
違
法
で

あ
れ
ば
、
是
正
し
て
、
各
人
種
間
の
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
」
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
公
的
組
織
は
、
関
連
組
織
と
の

協
議
を
通
し
て
人
種
関
係
政
策
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、
な
お
か

つ
政
策
実
施
後
の
効
果
や
影
響
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
も
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
す
べ
て
の
公
務
員
に
は
、
仕
事
、
昇
進

お
よ
び
訓
練
に
関
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
モ
ニ
タ
ー
に
関
す
る
対
応

義
務
が
課
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
教
育
機
関
に
は
、
人
種
平
等
方
針

を
文
書
化
し
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
習
熟
度
を
引
き
上

げ
る
義
務
と
責
任
が
課
さ
れ
た
。
私
的
・
公
的
両
セ
ク
タ
ー
の
雇

用
主
に
は
、
従
業
員
に
よ
る
違
法
な
差
別
行
為
に
対
す
る
責
任
を

課
し
て
い
る
（
三
二
条
）
。
警
察
署
長
に
は
、
署
長
命
令
お
よ
び

監
督
の
も
と
で
の
警
察
官
の
差
別
行
為
お
よ
び
そ
の
賠
償
に
対
し

て
、
警
察
資
金
に
よ
る
賠
償
支
払
責
任
が
課
せ
ら
れ
た
。
ま
た
内

務
大
臣
に
は
新
た
に
、
人
種
平
等
促
進
の
対
象
に
対
す
る
拡
大
権
、

お
よ
び
人
種
平
等
促
進
義
務
の
規
定
権
が
付
与
さ
れ
た
。

一
九
七
六
年
法
の
も
と
で
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
様
々
な
権
利
が
付
与
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
二
○
○
○
年
法
で
、
公
的
組
織
に
対
す
る

人
種
平
等
促
進
の
た
め
の
強
制
権
、
人
種
平
等
政
策
実
施
基
準
の

策
定
権
が
付
加
さ
れ
た
（
七
一
条
Ｄ
）
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
が

「
義
務
規
定
を
遵
守
し
て
い
な
い
」
と
み
な
し
た
公
的
組
織
に
対

し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
は
人
種
差
別
撤
廃
義
務
遵
守
の
改
善
を
通
告
す
る
。

勧
告
を
受
け
た
組
織
は
、
勧
告
か
ら
二
八
日
以
内
に
、
同
組
織
内

の
人
種
平
等
政
策
に
関
す
る
実
態
報
告
と
今
後
の
改
善
策
の
報
告

を
、
文
書
で
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
組
織
が

通
告
内
容
を
遵
守
し
な
い
場
合
は
、
通
告
か
ら
三
カ
月
後
に
、
Ｃ

Ｒ
Ｅ
は
裁
判
所
に
「
遵
守
命
令
」
を
出
す
よ
う
要
請
す
る
が
、
二

○
○
○
年
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
通
告
の
適
用
範
囲
が
す
べ
て
の

公
的
組
織
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
個
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

お
よ
び
組
合
か
ら
、
「
人
種
差
別
撤
廃
義
務
を
遵
守
し
て
い
な
い
」

と
み
な
さ
れ
た
公
的
組
織
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
に
そ
の
旨
を
通
告
さ
れ
、

Ｃ
Ｒ
Ｅ
は
そ
の
後
の
対
応
策
を
と
る
。
個
人
の
損
害
賠
償
訴
訟
に

関
し
て
は
、
労
働
関
係
は
労
働
裁
判
所
に
、
そ
の
他
は
地
方
裁
判

所
な
ど
に
提
訴
さ
れ
る
。
し
か
し
な
お
、
以
下
の
問
題
点
が
残
さ

れ
て
い
る
。

①
公
的
組
織
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起
こ
す
権
利
は
、
個
人
に

は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

②
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
関
係
政
策
上
の
二
大
問
題
点
の
一

つ
で
あ
る
文
化
的
、
宗
教
的
差
別
禁
止
規
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
二
つ
の
問
題
点
を
残
し
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
平
等

政
策
は
、
中
央
政
府
の
も
と
、
地
方
自
治
体
で
積
極
的
に
取
り
組



イ
ギ
リ
ス
の
人
種
関
係
政
策
は
、
国
策
哀
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー

｛
Ⅲ
）
 

回
計
画
」
の
も
と
に
、
「
社
会
的
包
摂
（
の
・
・
且
一
目
ｎ
－
Ｅ
ｍ
－
ｏ
ｐ
）
」
と

可
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
の
両
コ
ン
セ
プ
ト
を

曰
一
一
誘
鮭
職
鰐
蕊
川
祇
謝
繍
鍬
蕊
蝿
鑪

刊
社
会
的
包
摂
の
実
現
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
衝
突
・
分

轄
雛
を
防
い
で
ま
と
め
あ
げ
る
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

鰹
ワ
ー
キ
ン
グ
」
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

耀
こ
の
一
一
大
目
標
達
成
の
た
め
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
、
「
Ｌ

ぉ
Ｉ
Ｌ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
旧
Ｏ
Ｂ
旨
曰
く
○
一
ぐ
の
曰
の
ロ
［
Ｐ
Ｃ
８
ｌ
少
昌
。
□
勺
【
。
‐

に市
、
日
日
）
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
①
学
び
の
都
市
、
②

私
健
康
・
ケ
ア
お
よ
び
包
摂
の
都
市
、
③
近
代
的
成
功
の
都
市
、
④

ンミ
安
全
・
清
潔
・
緑
化
都
市
、
⑤
情
報
提
供
と
包
摂
さ
れ
た
市
民
、

〈
⑥
近
代
的
都
市
の
六
分
野
に
分
類
さ
れ
て
い
る
・
上
記
の
国
策

鞭
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
」
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
監
査

し”
委
員
会
指
標
と
人
種
平
等
委
員
会
基
準
（
○
胃
８
９
の
）
を
取
り

霜
込
ん
で
、
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ａ
政
策
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
各

蛎
自
治
体
は
、
国
策
に
沿
っ
た
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
」

１
と
称
さ
れ
る
行
動
計
画
書
を
政
府
に
提
出
し
て
、
政
策
の
た
め
の

７
 

ま
れ
て
い
る
。

２
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
人
種
関
係
政
策

１
ビ
ス
改
善
の
方
策
を
絶
え
ず
見
出
し
て
い
く
こ
と
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
新
し
い
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
②
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
意
見
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

③
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
対
す
る
監
視
、
④
す
べ
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
世
代
に
対
す
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
⑤
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ス
ト
、
質
お
よ
び
方
法
に
対
す
る
絶
え
ざ
る
検
証
、
の
五

項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
「
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
改
善
」
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
と
目
標
は
市
民
に
公
開
ざ
れ
市
民
と
と
も
に
協

議
さ
れ
た
後
、
市
議
会
で
決
定
さ
れ
允
新
年
度
の
市
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
枠
組
み
と
な
る
。
こ
の
枠
組
み
に
、
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
規
約

（
一
○
８
－
℃
ｇ
一
一
；
の
２
ｌ
Ｃ
の
四
ｍ
届
の
①
日
の
ご
［
）
」
を
取
り
込
ん
で
行
動
計
画

が
策
定
さ
れ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
規
約
と
は
政
府
が
新
し
く
導
入

し
た
政
策
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
自
治
体
は
こ
の
新
政

策
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
実
施
計
画
書
に
取
り
込
む

こ
と
で
、
改
善
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
早
急
に
実
施
し
、

結
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
、
目
標
達
成
の
た
め
の
広
範
な
自
治
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
、
こ

予
算
を
獲
得
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
行
動
計
画
が
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
市
の
人
種
関
係
政
策
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
と
は
、
「
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
サ

部落解放研究 N01492002.12 
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（
、
）

共
ど
ら
に
、
「
一
九
九
九
年
地
方
自
治
体
法
」
に
よ
り
、
各
自
治

体
に
、
過
去
五
年
間
の
す
べ
て
の
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
政
策
の
見

直
し
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
も
、
①
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法
、
②
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
他
の
自
治

体
と
の
比
較
、
③
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お

よ
び
市
民
と
の
協
議
、
④
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
質
、
の
四
項
目
に
つ

い
て
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
見
直
し
は
、
外
部
の
ベ
ス

ト
・
バ
リ
ュ
ー
監
査
官
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
が
、
一
一
○
○
一
年
二

月
に
第
一
回
目
の
監
査
が
実
施
さ
れ
、
同
年
夏
に
そ
の
監
査
結
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
監
査
官
は
市
の
行
動
計
画
を

調
査
し
、
予
算
と
設
定
目
標
に
対
し
、
市
民
の
承
認
を
得
る
責
任

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
治
体
の
各
部
署
は
、
こ
の
監
査
委

員
会
に
よ
る
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
見
直
し
報
告
書
』
を
参
照
し

な
が
ら
、
国
お
よ
び
市
の
目
標
に
基
づ
い
た
行
動
計
画
を
策
定
す

る
が
、
こ
の
見
直
し
作
業
は
、
政
策
目
標
の
達
成
過
程
に
お
け
る

最
も
重
要
な
作
業
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
監
査
委
員
会
自
体
も

ベ
ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
に
よ
る
見
直
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
同

委
員
会
が
、
「
我
々
は
市
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に
市
民
と
の
協
議
に
腐
心
し
て
い
る
か

が
窺
え
る
。

る
○ 

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
規
約
の
も
と
、
上
記
の
目
標
を
選
択
し
て
い

主要予算 (単位：千ポンド）

一
Ｍ
）

（
一
）
予
算

2000/01-2003/0４ 2001/0１ 2001/0２ 2002/0３ 2003/０４ 
執行委員 1,135 917 ７１７ 567 

アドバイザリー・チーム

ベスト・バリュー ０ 100 0 0 

副リーダー 4,100 3,533 2,436 386 

教育＆生涯教育 2５ 035 2０ 197 19,947 31,691 
住宅 8９ 664 5１ 792 54,548 54,546 
レジャー、文化および観光 1３ 865 1２ 867 2,048 3,720 
地域および近隣開発 ２ 290 １ 484 283 ０ 

人事および平等 1,342 926 550 250 

再開発 34,346 2７，０００ 16,022 10,370 
社会サービスおよび健康 4,990 5,292 3,245 3,288 
街路サービス 15,882 25,650 14,733 16,085 
維持＆パブ保護 2,146 2,503 277 3０ 

常設委員会

開発規制 140 0 0 ０ 

委員会予算 194,935 152､261 114,806 120,933 
協力規定 120 8,100 2,000 2,100 
全計画 195,055 160,361 116,806 123,033 



｢将来への挑戦一バーミンガム市における人種平等一」 について（上）
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7３ 

アドバイザリー・チーム／委員会総予算

｢主要予算」「アドバイザリー・チーム／委員会総予算」の両表は、共に、
BestValue:PerfbrmancePlan2001-2002,ＢＣＣより作成

等
課
は
、
二
○
○
○
年
八
月
の
時
点
で
、
一
名
の
課
長
の
も
と

に
、
身
体
障
害
者
部
門
（
担
当
職
員
四
名
）
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
部

門
（
同
六
名
）
、
人
種
部
門
（
同
二
名
）
、
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門

（
同
四
名
「
お
よ
び
情
報
研
究
部
門
（
同
八
名
）
の
計
五
部
門

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
を
含
む
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て

は
、
人
種
関
係
政
策
は
人
権
政
策
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
身
体
障
害
者
問
題
と
と
も
に
、
統
合
的
・
総
合
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
移
民
政
策
お
よ
び
人
種
関
係
政

策
に
お
け
る
差
別
対
策
へ
の
反
対
者
も
、
「
人
権
領
域
面
の
政

策
と
な
れ
ば
反
対
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
「
こ
れ
ら
の
差
別
対
策
の
実

効
力
を
高
め
る
た
め
の
、
統
合
的
解
決
策
の
必
要
性
」
が
、
差

別
対
策
の
基
盤
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

翻
っ
て
日
本
の
昨
今
の
地
方
自
治
体
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
政
策
は
一
見
華
や
か
で
あ
る
が
、
身
体
障
害
者
問
題
、

人
種
問
題
は
残
念
な
が
ら
他
の
人
権
先
進
国
に
比
較
し
て
遅
れ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
統
合
的
平
等
政
策
は
、
日
本
の
人

権
領
域
面
の
政
策
に
と
っ
て
参
考
に
な
ろ
う
。
以
下
に
、
参
考

の
た
め
市
議
会
の
組
織
図
を
示
す
。

人
種
関
係
政
策
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
人
事
・
平
等
部
平

（
三
組
織
構
成

部落解放研究Ｎ01492002.12

2000/01予算 2001/02予算

執行委員会 75,620 71,164 

ベスト・バリュー 136 5６ 

副リーダー 31,969 33,338 

教育＆生涯学習 594 174 614 528 

住宅 3０ 991 3５ 443 

レジャー、文化＆観光 7６ 876 7９ 429 

地域＆近隣開発 1２ 378 1４ 433 

人事＆平等 ４ 963 ５ 057 

再開発 1６ 617 1７ 505 

社会サービス＆健康 228 717 232,846 

街路サービス 92,390 96,216 

維持＆パブ保護 35,066 36,075 

市ビジネス管理 3,428 4,121 

開発規制 2,328 2,301 

許認可 －７５ －１０３ 

総アドバイザリー・チームノ委員会 1,205,577 1,242,410 

利子 -87,118 -99,825 

臨時出費 ７ 910 10,050 

総市支出 1,126 369 10152,635 

委員会運営費 －１ 052 －２８０ 

一般会計使用 －１３ １５０ －８，０００ 

市議会予算要求 1,112､1６７ 1,1440355 
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平等課組織構成（2001年８月現在）

塾:二i芸:壜|籟囑

身体障害者担当

４名

ri篝iiLLiiliiiJ ） 

EOBuIIelinAulumnノWinter2000,ＢＣＣより作成

バーミンガム市議会組織

市リーダー

アルバート・ボア市議会識員

市長

Ｆ１ﾃｰ霞~吾１

市副リーダー

アンディー・ホール市議会殿員

副市長

イアン・マッカードル市議会箙員

執行委員会 監賓委員会市ビジネス・マネージャー法律委員会

執行委員 藍杏委員

ベスト・バリュー

教育＆生涯学習

住宅

レジャー、文化および観光

地域近隣開発

人事および平等
再開発

社会サービスと健康

街路サービス

維持および公共管理

副リーダー

ベスト・バリュー

教育＆生涯学習

住宅

レジャー、文化および観光

地域近隣開発

人事および組織
再開発

社会サービスと健康

街路サービス

維持および公共管理

平等

予算

EOBulIetinAu1umn/Winler2000,ＢＣＣより作成



バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
平
等
課
課
長
に
は
、
二
○
○
○
年
九
月
に
、

四
二
歳
の
カ
リ
ブ
系
黒
人
の
男
性
ブ
ル
ー
ス
・
ギ
ル
氏
が
就
任
し

て
い
る
。
彼
は
一
九
五
八
年
に
カ
リ
ブ
諸
島
か
ら
移
住
し
て
き
た

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
組
織
の
ト
ッ
プ
の
考
え

ゴ
や
意
識
は
、
組
織
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の
で
、
人
種
関

ｊ
 

（
胸
｝

可
係
政
策
に
対
す
る
彼
の
考
え
を
、
就
任
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

一
肺
｝

い
と
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
紹
介
す
る
》
」
と
に
よ

』
り
、
人
種
関
係
政
策
の
現
代
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
彼

司
の
述
べ
た
意
見
は
概
ね
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

癖
・
行
政
の
縦
割
り
問
題
と
予
算
不
足
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
が
、
特

種
に
縦
割
り
行
政
問
題
は
、
改
善
ま
で
に
長
時
間
を
有
す
る
結
果
と

入る
な
っ
て
い
る
。
予
算
に
関
し
て
は
、
平
等
課
へ
の
配
分
は
少
な
い

けお
ば
か
り
か
、
徐
々
に
減
額
さ
れ
て
お
り
、
運
営
は
な
か
な
か
困
難

に市
で
あ
る
。

ムガ
・
現
在
、
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ａ
（
Ｆ
Ｃ
Ｂ
｜
旨
く
○
一
く
の
曰
の
貝
ｌ
Ｆ
ｏ
８
－
シ
、
二
○
口
）

ン「
、
、

政
策
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
重
要
な

（
 

政
策
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
政
策
の
た
め
の
会
合
や
協
議

鰭
へ
の
出
席
者
の
大
半
は
白
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
は
全
住
民
の

挑
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
以
前
存
在
し
て
い
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

のヘ
テ
ィ
開
発
担
当
職
」
を
復
活
さ
せ
、
積
極
的
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ

来将
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
参
加
を
促
進
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

・
平
等
課
の
仕
事
に
お
い
て
人
種
問
題
が
最
優
先
課
題
で
は
あ
る

５
 
７
 

が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
身
体
障
害
者
問
題
と
の
協
力
、
協
同
は
不
可

く
灯
一

欠
で
あ
る
。
平
等
課
の
「
将
来
へ
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
微

力
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
と
ら
れ
て
い

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
差
別
撤
廃
の
有
効
な
手
段
と

な
り
得
る
。
そ
こ
で
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
で
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
職
員
数
を
着
実
に
増
や
す
た
め
に
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
期
限
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

・
国
の
優
先
課
題
で
あ
る
社
会
的
排
除
問
題
は
、
平
等
課
で
も
最
重

点
項
目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
縦
割
り
行
政
ゆ
え
に
う
ま

く
機
能
し
て
い
な
い
。
貧
困
、
失
業
、
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不

適
切
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
複
合
的
理
由
に
よ
り
、
大
切
な
市
民
の

一
部
が
利
益
と
恩
恵
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
特
に
教
育
や
住
宅

分
野
に
山
積
し
て
い
る
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
人
種
関
係
法
第
五
条
二
項
（
Ｄ
）
の
規
定
の
も
と
に
、
各
エ
ス
ー
ー

ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
母
語
の
教
授
お
よ
び
職
業
訓
練
に
尽
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
採
用
し
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
就
職
に
力
を
注
い
で
い
る
。

・
人
種
問
題
解
決
の
た
め
に
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
実
施
ざ
れ
着
実
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
は
年
次
報
告
書
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

・
市
役
所
の
職
員
数
に
対
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割

部落解放研究 N01492002.12 
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合
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
人
種
差
別
撤
廃
の
た
め
の
よ
り
適
切
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
人
種
関
係
政
策
に
関
し
て
は
、

平
等
な
機
会
の
達
成
が
実
現
す
る
ま
で
は
、
真
の
人
種
差
別
問
題

は
解
決
き
れ
得
な
い
。

・
平
等
課
が
率
先
し
て
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
制
度
を
開
発

し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
人
種
関
係

政
策
の
仕
事
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
平
等

課
の
責
務
は
、
プ
ロ
と
し
て
こ
の
人
種
差
別
撤
廃
活
動
を
後
押
し

す
る
最
も
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
平
等

政
策
の
最
良
の
ア
ド
バ
イ
ス
提
供
者
と
し
て
、
第
一
線
で
行
動
す

る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
人
種
関
係
政
策
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
お
い
て
、
今
な
お
い

か
な
る
人
種
差
別
が
存
在
し
て
い
る
か
を
以
下
で
紹
介
す
る
。

構
成

１
部
主
要
項
目

３
章
変
化
し
て
い
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

４
章
教
育
、
訓
練
お
よ
び
仕
事
へ
の
ア
ク
セ
ス

５
章
公
的
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
過
少
割
合

６
章
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

７
章
政
治
代
表
と
政
治
参
加

８
章
協
議
す
べ
き
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

９
章
黒
人
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
へ
の
助
成
金
と
支
援

Ⅲ
章
犯
罪
に
関
す
る
司
法
制
度

ｎ
章
人
種
差
別
、
人
種
的
い
や
が
ら
せ
お
よ
び
人
種
主
義
的

事
件

ｎ
章
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
行
動

１
章
導
入

２
章
「
事
態
は
機
能
し
て
い
な
い
」

序
文

用
語
お
よ
び
資
料

要
旨
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序
文

一
九
九
三
年
の
黒
人
少
年
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
死

亡
、
お
よ
び
同
殺
人
に
関
す
る
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
判
事
に
よ
る
調

査
報
告
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
英
国
の
意
、
以
下
イ
ギ
リ
ス
）
の
人

種
関
係
に
お
け
る
歴
史
的
契
機
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
の
み

な
ら
ず
す
べ
て
の
公
的
分
野
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
二
○
○

一
年
国
勢
調
査
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
人
口
の
約
三
○
％
は
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
者
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
完
全
な
多
文
化
社
会
で
あ
り
、
地
方
政
府
機

関
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
は
こ
の
現
実
を
十
分
反
映
す
べ
き
こ
と

参
考
文
献

補
足Ａ
》
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
役
所
牢
民
族
的
出
自
お
よ
び
等
級
別
全

職
員
一
覧
表
’
一
九
九
九
／
二
○
○
○

Ｂ
》
参
考
用
語
お
よ
び
委
員
会
メ
ン
バ
ー

Ｃ
》
協
議
プ
ロ
セ
ス

２
部
結
論

３
部
行
動
綱
領

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

我
々
は
本
報
告
書
を
、
多
文
化
社
会
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
第
一
線
に
位
置
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
多
様
性
を
持
ち
、

か
つ
成
功
し
て
い
る
都
市
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
新
し
い
将
来
の
構

想
を
描
く
一
助
に
な
る
も
の
考
え
て
い
る
。
本
報
告
書
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
挑
戦
が
実
行
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
構
想
は
実
現

で
き
ず
、
市
の
膨
大
な
可
能
性
も
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
ろ
う
。
そ

れ
は
、
市
役
所
が
共
同
の
責
任
を
果
た
す
機
会
を
喪
失
し
て
失
敗

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

当
委
員
会
の
設
立
は
、
市
に
と
っ
て
勇
気
を
要
し
た
。
我
々
の

結
論
と
提
言
は
、
当
市
に
お
け
る
人
種
平
等
の
た
め
の
活
動
に
批

判
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
我
々
の
結
論
は
、

本
報
告
書
が
、
我
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
精
神
と
同
じ
精
神
で
読

ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
つ
ま
り
、
当
市
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

機
関
が
理
想
と
す
る
市
の
姿
を
生
み
出
す
た
め
の
貢
献
の
精
神
で

読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

私
の
同
友
で
あ
る
当
委
員
会
の
委
員
の
方
々
へ
、
こ
の
作
業
に

費
や
し
て
く
れ
た
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。
ま
た
当
委
員
会
に
事
実
内
容
（
、
ご
己
の
Ｒ
①
）
を

提
供
し
、
我
々
と
考
え
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
、

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
組
織
に
も
感
謝
を
述
べ
た
い
。
最
後
に
、
当
委

員
会
を
支
え
同
報
告
書
の
完
成
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ

部落解放研究Ｎ01492002.12
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人
種
（
日
８
）
は
、
差
別
に
直
面
し
て
い
る
集
団
の
人
々
が
、

差
別
と
闘
う
た
め
に
、
共
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
常
識
を
構

築
す
る
た
め
の
有
効
な
用
語
と
な
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
用
語
は
、
集
団
間
の
生
物
学
的
相
違
を
意
味
す
る
た
め
に
使
用

す
る
。 エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
用
語
を
、
ア
フ
リ
カ
系
、
ア

ジ
ア
系
〈
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
含
む

全
ア
ジ
ア
の
国
と
地
域
）
、
カ
リ
ブ
系
、
中
国
系
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
の
背
景
を
持
つ
人
々
に
対
し
て
用
い
る
。
黒
人
、
パ
キ
ス

タ
ン
系
、
カ
リ
ブ
系
黒
人
系
、
ア
ジ
ア
系
、
可
視
お
よ
び
不
可
視

な
ど
、
同
報
告
書
に
出
て
く
る
用
語
は
、
当
委
員
会
の
作
業
で
使

用
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
語
を
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
証
拠
事
実
に
関

す
る
提
出
物
（
の
ｇ
目
叩
巴
目
の
、
以
下
証
拠
事
実
）
や
、
作
業
で
使

用
さ
れ
た
問
題
や
関
心
事
を
意
味
す
る
集
合
的
用
語
と
し
て
使
用

地
方
判
事
レ
イ
・
シ
ン

Ｃ
Ｒ
Ｅ
理
事

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
委
員
会
委
員
長

に
お
礼
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用
語

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
委
員
会
は
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
対
す
る
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
調
査
報
告
書
に
あ
る

勧
告
の
意
味
を
検
討
し
か
つ
提
言
す
る
た
め
に
、
一
九
九
九
年
一

一
月
に
設
立
さ
れ
た
。
本
報
告
書
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
関

当
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
多
く
の
証
拠
事
実
は
、
’
九
九
一
年

国
勢
調
査
の
統
計
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
勢
調
査
に
基
づ

い
て
い
る
た
め
、
多
く
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
よ
り
も
、
よ
り
明
確
な
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き

た
。
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
当
市
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
人
口
は
一
二
・
五
％
を
占
め
て
い
た
が
、
現

在
の
予
測
で
は
、
そ
れ
は
三
○
％
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
れ
る
時
も
あ
り
、
無
益
な
時
も
あ
る
。
人
種
が
し
ば
し
ば
人
種

主
義
の
基
盤
（
ｇ
巴
、
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
限
り
、
人
種
と
人

種
主
義
は
相
関
的
に
生
じ
て
く
る
。
人
種
主
義
と
い
う
用
語
は
、

異
な
る
者
に
対
す
る
人
種
主
義
ｌ
つ
ま
り
、
皮
層
の
色
に
基
づ
く

人
種
主
義
、
反
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
主
義
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
同
様
に

国
籍
、
文
化
、
宗
教
に
基
づ
く
人
種
主
義
な
ど
－
と
し
て
も
使
用

さ
れ
る
。

要
旨

資
料
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係
政
策
の
見
直
し
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
政
策
は
機
能
し
て
い
な
い
」

我
々
の
結
論
は
明
確
で
あ
る
。
当
市
の
各
機
関
に
よ
る
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
は
失
敗
で
あ
り
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
指
導
者

や
関
係
者
は
人
種
主
義
や
人
種
不
平
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
と
の
強
烈
な
感
情
が
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

多
く
の
分
野
に
粉
う
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
。
当
市
に
お
け
る

人
種
平
等
政
策
を
進
展
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
指
導
的
役
割
を
果

た
す
べ
き
市
役
所
は
、
特
に
関
心
を
抱
か
れ
る
機
関
で
あ
る
が
、

制
度
的
人
種
主
義
の
存
在
に
よ
り
市
職
員
の
努
力
は
あ
ま
り
実
っ

て
い
な
い
。
各
機
関
は
自
ら
の
行
っ
て
い
る
広
範
な
人
種
平
等
政

策
や
人
種
政
策
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
種
平
等
の
達
成
に
必
要
か
つ
十
分
に
効
果
的
な
実
施
計
画

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
と
、
同
政
策
を
「
不
名
誉
」
と
考
え

る
傾
向
と
が
相
俟
っ
て
、
同
政
策
の
進
展
と
効
果
に
は
限
界
が
見

ら
れ
る
。
人
種
不
平
等
や
人
種
差
別
は
、
今
日
、
当
市
在
住
の
多

く
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
活
に
お
い
て
、
今
だ
に

希
望
を
損
な
う
主
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
我
々
が
直
面
し
て
い
る
人
種
主
義
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
、

各
機
関
に
お
け
る
組
織
内
の
人
種
差
別
の
公
開
と
、
そ
れ
に
対
す

一
九
九
三
年
四
月
に
、
’
○
代
の
黒
人
少
年
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ

ー
レ
ン
ス
が
、
人
種
主
義
者
に
襲
撃
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
。
マ
ク
フ

ァ
ー
ソ
ン
調
査
委
員
会
が
証
拠
事
実
の
収
集
を
開
始
し
た
時
か
ら

一
九
九
八
年
の
三
月
ま
で
、
ス
テ
フ
ァ
ン
の
両
親
ド
リ
ー
ン
と
ネ

ヴ
ィ
ル
は
息
子
の
正
義
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
つ
づ

け
た
。

る
取
り
組
み
の
た
め
の
行
動
の
確
認
を
含
ん
で
い
る
。
人
種
平
等

と
多
様
性
の
問
題
に
関
す
る
組
織
内
の
対
応
に
は
、
し
ば
し
ば
不

安
や
極
端
な
警
戒
を
伴
い
が
ち
だ
と
い
う
感
が
拭
い
き
れ
ず
、
こ

の
こ
と
は
当
市
で
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
二
○
○
○
年
地

方
政
府
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
種
平
等
は
新
し
い
業

務
遂
行
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
単
に
新
し

い
方
法
だ
け
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
地
方
当
局
に

お
け
る
政
治
文
化
の
変
化
も
求
め
ら
れ
る
結
果
、
人
種
平
等
の
課

題
は
、
政
策
決
定
に
お
け
る
主
流
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
ｌ
つ
ま
り
、
無
視
さ
れ
た
り
懐
疑
的
に
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
当
市
の
他
の
分
野
に
お
け
る
と
同
様
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
市
の
市
民
的
・
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
創
造
的
に
な
る
べ

き
時
が
到
来
し
て
い
る
。

１
章
導
入
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別
一
九
九
九
年
一
一
月
に
、
同
調
査
委
員
会
報
告
書
が
出
版
さ
れ
、

同
報
告
書
の
１
部
で
は
、
こ
の
殺
人
事
件
に
対
す
る
警
察
の
扱
い

方
を
検
証
し
て
い
る
。
同
報
告
同
部
の
主
要
な
調
査
結
果
の
一
つ

は
、
こ
の
殺
人
事
件
の
調
査
が
「
職
業
的
無
責
任
さ
、
組
織
差
別

お
よ
び
警
察
幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
」
な
ど
の
複
合
的

状
況
に
よ
り
、
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
報
告
書
の
勧
告
を
受
け
て
、
内
相
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
「
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
報
告
書
は
、
差
別
が
見
出
さ
れ

た
時
い
つ
も
、
そ
の
差
別
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

課
題
を
、
警
察
サ
ー
ビ
ス
に
だ
け
で
な
く
我
々
全
員
に
突
き
つ
け

て
い
る
。
…
我
々
一
人
ひ
と
り
に
責
任
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
人
種
平
等
を
現
実
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
報
告
書
が
、
永
久
的
に
逆
行
し
な
い
役
割
を
果
た
す
よ
う
希
望

す
る
」
と
。
一
九
九
九
年
二
月
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
、
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
調
査
委
員
会
を
、
以
下

の
言
葉
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
。
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
対
す
る

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス
調
査
委
員
会
の
報
告
の
意
味
を
検
証

す
る
た
め
の
提
言
を
、
お
よ
び
各
機
関
が
ど
の
よ
う
に
人
種
的
い

や
が
ら
せ
／
人
種
的
暴
力
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
組
織
と
し
て
の

責
任
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
提
言
を
行
う
こ
と
が
、
市
を
は
じ
め

と
す
る
我
々
が
、
同
調
査
報
告
書
に
含
ま
れ
て
い
る
勧
告
に
対
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

当
調
査
委
員
は
、
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
報
告
書
で
網
羅
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
報
告
書
の
内
容
を

広
義
に
解
釈
し
、
数
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
主
的
お
よ
び
私

的
利
益
団
体
へ
の
訪
問
や
、
内
容
を
深
め
る
た
め
に
質
問
や
議
論

の
機
会
を
提
供
す
る
口
頭
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
お
よ

び
数
多
く
の
証
拠
事
実
に
関
す
る
文
書
の
提
出
な
ど
を
含
み
、
幅

広
い
協
議
過
程
を
経
た
。
さ
ら
に
、
市
の
中
等
学
校
な
ど
の
若
者

に
よ
る
中
心
的
グ
ル
ー
プ
を
も
組
織
し
た
り
、
募
集
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
職
員
の
募
集
、
職
員
待
遇
お
よ
び
昇
進
に
関

す
る
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
報
告
書
の
勧
告
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め

に
、
黒
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
（
、
｜
国
鳥
三
○
【
丙
の
『
、
の
【
。
ｇ
）

と
の
会
合
も
持
っ
た
。

我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
の
中
心
は
、
人
々
の
生
活
に
深

刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
主
要
機
関
に
、
ど
の
程
度
人
種
主
義
が
存

在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
主
要
な
雇
用
主
、

サ
ー
ビ
ス
の
直
接
提
供
者
お
よ
び
提
供
可
能
者
と
し
て
の
多
様
な

役
割
を
考
え
れ
ば
、
同
市
の
現
状
下
、
市
役
所
は
最
も
重
要
な
機

関
の
一
つ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
受
け
取
っ
た
多

く
の
証
拠
事
実
の
な
か
で
、
市
役
所
は
中
心
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

当
委
員
会
は
ま
た
、
他
の
機
関
に
お
け
る
、
特
に
犯
罪
司
法
機
関
、

保
険
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
教
育
分
野
（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
教
育
部
、
学

校
、
高
等
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
教
育
機
関
）
に
お
け
る
問
題
を
浮
か
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ぴ
上
が
ら
せ
て
い
る
証
拠
事
実
も
受
け
取
っ
て
い
る
。
長
年
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
不
平
等

な
扱
い
を
従
来
か
ら
行
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
犯
罪
司
法
機
関
は

特
に
関
係
が
深
い
。
我
々
は
市
役
所
に
関
す
る
程
に
は
こ
れ
ら
の

機
関
を
検
証
し
て
い
な
い
が
、
本
報
告
書
は
、
人
々
が
自
ら
の
経

験
に
つ
い
て
述
べ
た
事
柄
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
は

別
々
に
取
り
扱
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
相
互
に
関
係
が
あ
る
。
ま

た
基
盤
と
な
る
経
済
・
政
治
的
お
よ
び
社
会
的
変
化
と
い
う
背
景

を
も
考
慮
し
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
○
○
○
年
地
方
政
府
法
は
、
閣
議
重
視
お
よ
び
市
長
公
選
制

の
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。
同
法
は
さ
ら
に
、
全
体
的
地
域
構
想

お
よ
び
行
動
計
画
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
戦
略
準
備
義
務
を
、

地
方
当
局
に
課
し
て
い
る
。
新
地
域
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｌ
Ｓ
Ｐ
）
が
地
域
戦
略
の
統
括
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
、
市
内

の
低
所
得
層
集
住
地
区
に
お
け
る
社
会
的
排
除
問
題
に
取
り
組
む

べ
き
近
隣
再
開
発
戦
略
を
開
発
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
市
の
都

市
開
発
に
関
す
る
提
案
と
同
時
に
、
市
の
協
議
文
書
は
「
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
た
め
の
新
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

新
・
区
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
提
案
で
も
あ
る
。
区

戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
地
方
で
「
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
」

を
目
標
に
、
広
範
な
地
域
の
利
益
団
体
と
地
方
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
同
協
議
文
書
は
、

地
方
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
新
枠
組
み
開
発
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お

り
、
こ
の
な
か
に
は
人
々
の
生
活
に
最
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
権
力
と
管
理
に
お
け
る
分
権
の
あ
り
方
が
記
さ
れ

て
い
る
。

市
の
人
口
動
態
は
大
き
く
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
変
化

は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
多
様
性
、
帰
属
意
識
お
よ
び
社
会
的

結
束
の
認
識
に
対
し
て
、
大
き
な
意
味
合
い
を
も
た
ら
す
。
第
三

章
で
は
、
進
行
し
て
い
る
多
様
性
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
現

在
、
各
機
関
が
人
種
差
別
お
よ
び
人
種
不
平
等
の
解
決
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に
す
る
こ
と
は
、
我
々
を
勇

気
づ
け
る
。
我
々
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
雇
用
、
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
貢
献

に
つ
い
て
知
り
た
い
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
問
題
と
を
直
結
さ
せ
る
よ
う
な
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
的
見
方
を
強
め
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
常
的
な
人
種
主
義
や
人
種
差
別
ゆ
え
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
が
、
多
く
の
分
野
で
社
会

的
・
経
済
的
不
平
等
を
味
わ
っ
て
い
る
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
人
々
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
各
機
関
は

特
に
、
こ
の
問
題
を
真
塾
に
捉
え
、
人
種
平
等
目
標
の
達
成
に
熱

意
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
宜
を
得
た
こ
の
公
政
策
見
直
し
報
告
書
は
、
国
お
よ
び
ヨ
ー

部落解放研究 Nol492002 1２ 
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こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
提
出
さ
れ
た
証
拠
事
実
で
強
く
主

張
さ
れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
主
要
機
関
に
は
数
多
く

の
平
等
政
策
、
政
策
実
施
お
よ
び
制
度
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
く
の
人
々
の
生
活
に
お
い
て
、
人
種
不

平
等
と
人
種
不
公
正
が
絶
え
ず
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
人

種
政
策
は
、
多
く
の
理
由
で
失
敗
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
組
織
差
別
、
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
人
種
平
等
の
促
進
と
ま
さ
に
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
人
種
関
係
改
正
法
は
二
○
○
一
年
四
月
に
発
効
す
る
が
、

同
法
は
地
方
当
局
に
対
し
て
、
「
機
会
均
等
お
よ
び
良
好
な
人
種

関
係
の
促
進
」
の
義
務
を
課
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で

は
、
新
人
種
勧
告
が
民
族
的
出
自
に
関
わ
ら
ず
平
等
な
処
遇
の
原

則
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
市
の
各
機
関
、
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ

ク
タ
ー
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
、
差
別
撤
廃
と
人
種
平
等
促
進
政

策
に
同
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
報
告
書
が
人
種
平
等
問
題
解
決
の

た
め
の
日
程
を
計
画
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
真
の
改
善
を
保
証
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
希
望
す
る
。

２
章
「
事
態
は
機
能
し
て
い
な
い
」

不
在
お
よ
び
人
種
平
等
を
積
極
的
に
促
進
す
る
た
め
の
努
力
不

足
、
あ
る
い
は
政
策
実
施
上
の
問
題
点
に
対
す
る
改
善
の
た
め
の

努
力
不
足
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
出
身
の
国
会
議
員
二
人
の
な
か
に
、
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
者
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

政
治
過
程
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
の
少

な
さ
は
、
各
機
関
の
上
級
職
の
割
合
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
八

人
の
市
議
会
委
員
長
に
も
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
警
察
に

お
け
る
警
部
以
上
の
ポ
ス
ト
に
も
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

出
身
者
は
一
人
も
い
な
い
。
保
険
局
の
専
務
理
事
お
よ
び
理
事
一

三
人
の
な
か
に
は
二
人
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
保
険
ト
ラ
ス
ト
の
執
行

委
員
一
○
人
の
な
か
に
は
た
だ
一
人
で
あ
る
。

「
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
」
と
の
意
見
の
表
明
は
、
我
々
が

提
唱
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
実
行
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
各
機
関
は
ま
ず
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
時
に
各
機
関
は
、
「
自
分
た
ち
の
最
善
の
努
力
が

認
め
ら
れ
て
も
認
識
さ
れ
て
も
い
な
い
」
と
自
己
弁
護
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
、
「
自
分
た
ち
の
関
心
事
は
政
策
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
な
い
。

自
分
た
ち
の
貢
献
も
単
な
る
認
識
に
留
ま
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

重
要
性
の
観
点
か
ら
言
え
ば
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
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い
る
。
各
機
関
が
踏
み
出
す
べ
き
第
一
歩
は
、
た
と
え
エ
ス
ニ
ッ

ク
．
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で

あ
ろ
う
と
も
ス
タ
ッ
フ
で
あ
ろ
う
と
も
、
彼
ら
が
経
験
し
て
い
る

現
実
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
事
態
は
機
能
し
て
い
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
相
も
変
わ
ら
ず
抵
抗
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
我
々
が
以
下
で
提
唱
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
効
果
的
に
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ

ろ
う
。

共
通
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
各
機
関
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ

ク
タ
ー
お
よ
び
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
、
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
人
々

が
お
互
い
の
価
値
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

お
互
い
の
貢
献
を
認
め
る
と
こ
ろ
に
だ
け
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

各
機
関
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お

よ
び
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
が
、
戦
略
と
運
営
上
の
決
定
過

程
に
お
い
て
、
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
支

援
し
そ
れ
を
可
能
に
す
る
行
動
を
お
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー

は
、
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
役
割
の
重
要
性
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
者
が
、
自
分
と
違
う
見
方

に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
べ
き
で
、
物
事
を
相
手
の
価
値
観
か

ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
単
に

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
人
口
動
態
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
多
様

性
の
あ
る
多
元
的
都
市
で
、
現
在
の
指
数
に
基
づ
け
ば
、
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
口
は
約
三
○
％

で
、
そ
の
う
ち
の
大
半
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

二
○
○
○
年
一
月
付
け
の
児
童
数
の
四
○
％
以
上
が
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
多
く
の
区
で
か
な

り
の
人
口
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
五
七
・
三
％
は
、
三
九

区
中
、
ハ
ン
ズ
ワ
ー
ス
、
ソ
ー
ホ
ー
、
ス
パ
ー
ク
ブ
ル
ッ
ク
、
ス

バ
ー
ク
ヒ
ル
、
ス
モ
ー
ル
ヒ
ー
ス
、
サ
ン
ド
ウ
ェ
ル
お
よ
び
ア
ス

ト
ン
の
七
区
に
住
ん
で
い
る
。

家
族
形
態
も
多
様
化
し
、
全
国
お
よ
び
各
地
域
で
エ
ス
ニ
ッ
ク

間
の
様
々
な
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
い
る
カ
リ
ブ
系
黒
人
男
性
の
五
○
％
は
白
人
女
性
と
暮

ら
し
、
一
方
パ
ー
ト
ナ
ー
の
い
る
カ
リ
ブ
系
黒
人
女
性
の
約
三
分

の
一
は
白
人
男
性
と
暮
ら
し
て
お
り
、
さ
ら
に
新
し
い
東
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
等
の
移
民
、
政
治
亡
命
者
、
難
民
な
ど
の
参
入
に
よ
る

特
別
な
方
法
で
は
な
く
、
社
会
的
主
流
の
行
動
に
お
い
て
効
果
的

活
動
を
導
き
出
す
た
め
の
、
効
果
的
対
話
へ
の
鍵
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

３
章
変
化
し
て
い
る
エ
ス
｜
｜
シ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ

部落解放研究 NC1492002.12 
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定
住
は
、
ま
ど
う
こ
と
な
く
社
会
・
経
済
的
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

人
々
の
帰
属
形
態
も
し
く
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
異
な
っ
た

多
様
性
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

「
文
化
混
合
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
能
力
を
持
つ
人
々

は
、
自
分
た
ち
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
背
景
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
文

化
的
背
景
を
祝
福
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
よ
り
大
い
な
る
多
様

性
は
、
当
市
の
各
機
関
に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
黒
人
と
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
身
に
も
挑
戦
を
課

し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
多
く
の
資

料
に
お
い
て
も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
。
当
報
告
書
作

成
に
参
加
し
た
若
者
は
、
変
化
す
る
多
様
性
と
民
族
的
多
元
性
か

ら
生
じ
て
い
る
「
イ
ギ
リ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
」
に

つ
い
て
も
語
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
「
自
分
た
ち
は
二
重
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
者
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
い
の
に
、
白
人
は
い

つ
も
、
黒
人
や
ア
ジ
ア
系
の
者
を
イ
ギ
リ
ス
人
と
思
わ
な
い
」
と

述
べ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
皮
膚
の
色
が
イ
ギ
リ
ス
人
性
も

し
く
は
イ
ギ
リ
ス
性
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
」
と
、

い
ま
だ
多
く
の
人
が
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

各
地
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
各
機
関

が
、
変
化
し
て
い
る
同
市
の
人
口
動
態
や
大
い
な
る
多
様
性
に
対

す
る
挑
戦
に
、
ど
れ
だ
け
「
目
を
向
け
て
い
る
か
」
と
問
い
か
け

て
い
る
。
「
文
化
的
多
様
性
に
、
公
的
地
位
と
公
的
尊
厳
が
与
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
多
様
性
は
、
市
に
と
っ
て
大
い
な

る
強
み
で
あ
り
、
民
族
的
多
元
性
あ
る
都
市
と
し
て
、
ま
た
技
術

革
新
や
良
い
慣
行
が
行
わ
れ
て
い
る
重
要
な
場
所
と
し
て
、
将
来

的
に
国
際
的
名
声
を
博
す
る
真
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
同
市

は
、
成
功
す
る
創
造
的
な
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
、
多
様
性
が
い

か
に
重
要
な
担
い
手
と
な
る
か
を
示
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
失
敗
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
可

能
性
は
失
せ
る
で
あ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
提
出
資
料
は
、
何
が
問
題
で
、
我
々
は

何
を
す
べ
き
か
と
い
う
二
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
。

第
一
に
、
「
多
様
性
は
単
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
問
題
ゆ
え
、
白
人
に
は
関
係
が
な
ど
と
い
う
考
え
を
捨

て
去
る
こ
と
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
資
料
で
、
「
相
互
理
解
を

増
す
た
め
に
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
市
の
全
分
野
に
向
け
た
多
文

化
教
育
の
必
要
性
」
が
一
貫
し
て
要
請
さ
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
人
々
を
平
等
に
扱
う
と
い
う
要
望
、
同
時
に
、
異
な

っ
た
方
法
で
扱
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
、
さ
ら
に
は
共
有
す
る

帰
属
意
識
へ
の
要
求
な
ど
に
対
す
る
調
整
。
あ
る
提
出
資
料
は
、

「
こ
こ
に
誰
が
ど
う
い
う
権
利
で
住
む
の
か
、
我
々
は
次
世
代
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
市
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
我
々
は
ど
の

よ
う
な
市
と
し
て
の
価
値
を
促
進
し
た
い
の
か
な
ど
の
課
題
を
市

に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
共
有
す
る
帰
属
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る
人
種
差
別
が
、
皮

層
の
色
に
よ
る
人
種

主
義
だ
け
で
な
く
、

民
族
性
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
文
化
、

宗
教
お
よ
び
言
語
に

基
づ
い
た
他
の
形
態

の
差
別
に
ま
で
拡
大

し
て
い
る
こ
と
を
認

識
す
る
必
要
性
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ

意
識
、
お
よ
び
全
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
市
の

社
会
・
経
済
・
文
化

お
よ
び
政
治
生
活
に

参
加
で
き
る
こ
と
を

保
障
す
る
結
束
と
平

等
に
向
け
た
多
大
の

努
力
が
必
要
で
あ

る
。第
三
に
、
特
定
の

集
団
の
人
々
に
対
す

は
若
者
の
「
我
々
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
け
る
分
離
」
に
対

す
る
関
心
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
政
策
は
、
こ
れ
ら

の
現
代
的
人
種
主
義
の
形
態
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
な
い
よ
う

な
の
で
、
こ
れ
は
人
種
主
義
政
策
戦
略
の
中
心
に
据
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
人
々
を
定
義
す
る
際
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
使
用
お
よ
び

そ
の
定
義
が
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
を
排
除
す
る
こ
と
に
も
な

る
適
用
範
囲
に
つ
い
て
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
シ
ー

ク
教
徒
に
対
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
い
と
い
う
事
実
は
、
彼
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
不
可
視
化
さ
せ
、
果
て
は
決
定
過
程
か
ら
排
除

し
て
し
ま
っ
た
。
「
デ
ー
タ
は
宗
教
別
で
は
な
い
の
で
、
シ
ー
ク

教
徒
の
人
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
改
善
す
る
た
め
の
必
要
な
デ

ー
タ
が
入
手
で
き
な
い
。
」
同
様
の
懸
念
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
や

パ
キ
ス
タ
ン
系
カ
シ
ミ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
存
在

し
、
不
可
視
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ゆ
え
「
彼
ら
は
す
ぐ
に
問
題
の
対

象
で
は
な
く
な
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
二
○
○
一
年
の
新
国

勢
調
査
は
ま
ず
、
変
化
し
て
い
る
民
族
性
を
、
特
に
二
重
／
混
血

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
出
現
を
包
含
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
子
ど
も
や
若
者
が
二
重
の

文
化
遺
産
を
引
き
継
ぐ
混
血
と
な
ろ
う
。

部落解放研究 Nol492002 1２ 

小学校 中等学校 特殊学校 全学校

白人 59.4 58.1 61.6 58.8 

カリブ系黒人 ６ １ ６ ８ ８ ０ 6.4 

アフリカ系黒人 ０ ４ ０ ５ ０ ３ 

人（その他の） ０ ２ ０ ４ ０ ３ 0.3 

インド系 ５ ９ ８ 0 ３ ３ 6.7 

パキスタン系 1６ ８ 1５ ９ 1８ 0 16.4 

バングラデシュ系 ３ ５ ３ ５ ２ 0 3.4 

中国系 ０ ３ ０ ４ ０ ２ 0.3 

その他 ７ ５ ６ ５ ６ ４ 7.0 
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（
１
）
。
国
内
に
、
国
民
で
あ
ろ
う
と
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
異
な

っ
た
文
化
を
持
つ
民
族
や
人
種
が
住
ん
で
い
る
社
会
を
意
味
す
る

概
念
」
と
し
て
本
稿
で
は
使
用
す
る
。

（
２
）
一
九
六
三
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
で
は
、
第
一
条
で

「
人
種
、
皮
膚
の
色
ま
た
は
種
族
的
出
身
に
も
と
づ
き
人
間
を
差

別
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
り
、
国
連
憲

章
の
諸
原
則
を
否
認
し
、
世
界
人
権
宣
言
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た

人
権
と
基
本
的
自
由
を
侵
害
し
、
諸
国
間
の
友
好
的
か
つ
平
和
的

な
関
係
の
障
害
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
民
間
の
平
和
と
暗
然
を

み
だ
す
お
そ
れ
の
あ
る
自
体
と
し
て
、
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
一
九
六
五
年
に
国
連
総
会
で
「
あ
ら

ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
」
が
、
一
九
八

一
年
に
「
宗
教
ま
た
は
信
念
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
不
寛
容

並
び
に
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

（
３
）
一
九
五
○
年
制
定
の
「
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
保
護
の
た
め

の
条
約
」
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
叩
ロ
ー
マ
条
約
）
の
第
一
四

条
は
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
も
の
で
、
条
約
に
掲
げ
る
権
利
や
自

由
の
享
受
が
、
「
性
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
一
一
一
一
口
語
、
出
生
（
ロ
【
Ｓ
）

ま
た
は
そ
の
他
の
地
位
」
な
ど
の
理
由
に
基
づ
く
差
別
な
く
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

注

（
４
）
現
在
の
日
本
に
お
け
る
人
種
関
係
問
題
と
し
て
は
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
問
題
、
在
日
中
国
人
問
題
、
そ
の
他
の
外
国
人
労
働
者
問

題
が
な
ど
存
在
し
、
人
権
問
題
と
し
て
は
、
部
落
差
別
問
題
、
ア

イ
ヌ
問
題
、
沖
縄
問
題
、
障
害
者
問
題
、
性
差
別
問
題
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

（
５
）
二
○
○
一
年
五
月
二
五
日
に
法
務
省
の
人
権
擁
護
推
進
審
議
会

が
法
相
に
答
申
し
た
「
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
答
申
」
に
お
い
て
、

「
積
極
的
な
救
済
対
象
が
あ
る
が
、
答
申
が
今
後
、
法
案
に
反
映

さ
れ
て
実
効
性
を
持
つ
た
め
に
は
、
拘
禁
・
収
容
施
設
な
ど
へ
の

立
ち
入
り
調
査
権
、
是
正
勧
告
権
、
質
問
調
査
権
な
ど
が
法
的
に

保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
」
朝
日
新
聞
（
二
○
○
一
年
一
五
月

二
六
日
発
行
）
は
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
権
委
員
会
（
仮

称
）
の
独
立
性
に
つ
い
て
、
『
政
府
か
ら
の
独
立
性
』
と
い
う
位

置
づ
け
を
と
っ
て
い
る
が
、
法
務
省
や
地
方
法
務
局
の
人
権
擁
護

部
門
を
改
組
し
て
委
員
会
事
務
局
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
答
申

は
う
た
っ
て
お
り
、
こ
う
な
れ
ば
人
権
委
は
入
管
や
拘
置
所
な
ど

を
所
管
す
る
法
務
省
の
『
身
内
』
の
ま
ま
で
あ
る
。
」
と
記
し
て

い
る
。
市
民
団
体
「
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
皿
」
の
山
崎
公
士
・
事
務

局
長
（
新
潟
大
教
授
）
は
、
「
人
権
委
を
内
閣
府
の
下
に
置
く
こ

と
を
提
言
す
る
が
、
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
人
権
委
を

ど
こ
に
お
く
か
が
大
き
な
焦
点
と
な
る
。
近
い
将
来
の
運
用
を
考

え
た
時
、
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
を
は
ら
む
の
が
『
差
別
』
や
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（
『
虐
待
』
の
定
義
で
あ
る
。
答
申
は
人
権
機
関
設
置
法
に
よ
り
具

現
化
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
手
続
き
法
で
、
処
罰
す
べ
き
行
為

の
具
体
的
定
義
に
踏
み
込
む
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、
救
済
の
前
提

と
な
る
『
差
別
の
有
無
』
が
、
当
事
者
の
言
い
分
や
人
権
委
の
判

断
で
左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
批
判
、

論
評
な
ど
、
言
論
・
表
現
の
自
由
が
侵
さ
れ
る
危
険
性
も
あ
る
。

ま
た
条
約
や
国
際
規
約
の
定
義
を
援
用
し
て
行
く
考
え
も
あ
る

が
、
『
差
別
禁
止
法
』
と
い
っ
た
実
態
法
の
制
定
も
、
検
討
課
題

と
し
て
浮
上
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
６
）
○
百
一
一
の
ロ
、
①
の
３
円
Ｓ
の
句
巨
目
【
の
》
幻
月
の
ｐ
Ｃ
ｇ
一
一
ご
一
口
、
｜
【
日
一
口
、
‐

ず
四
日
‐
”
の
ロ
日
［
○
命
日
の
国
一
【
曰
一
口
、
ロ
山
日
の
［
の
ロ
ゴ
①
口
伝
四
三
『
①
ロ
、
①

［
且
已
昌
○
○
日
目
の
ｍ
－
ｏ
Ｐ
囚
『
且
口
、
冨
日
○
ご
ｏ
Ｃ
ｇ
ｎ
－
－
（
以
下
、

、
○
○
）
冨
胃
８
ｍ
ｇ
」
．

（
７
）
本
稿
で
は
、
国
勢
調
査
の
区
分
に
基
づ
き
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
用
語
を
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
、
パ
キ

ス
タ
ン
お
よ
び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
含
む
全
ア
ジ
ア
の
国
と
地

域
）
、
カ
リ
ブ
諸
島
、
中
国
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
背
景
を
持

つ
人
々
に
対
し
て
用
い
る
。

（
８
）
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
移
民
を
含
む
人
種
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
に
関
わ
る
、

良
好
な
関
係
の
構
築
と
機
会
の
均
等
政
策
を
「
人
種
関
係
政
策
」

と
称
し
て
い
る
。
筆
者
も
以
後
、
こ
の
意
味
で
使
用
す
る
。

（
９
）
イ
ギ
リ
ス
の
「
一
九
七
六
年
人
種
関
係
法
」
の
も
と
で
設
置
ざ

れ
た
特
殊
法
人
（
政
府
か
ら
財
政
援
助
と
上
級
職
員
の
任
命
を
受

け
る
が
自
主
独
立
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
機
関
）
で
、
①
人
種
差

別
解
消
に
向
け
た
仕
事
②
人
種
集
団
の
機
会
の
平
等
と
良
好
な
関

係
の
促
進
③
人
種
関
係
法
の
見
直
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ロ

ン
ド
ン
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
リ
ー
ド
、
レ
イ
セ
ス
タ
ー
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
カ
ー
デ
ィ
フ
の
七
つ
の
事
務
所
が

あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
。
毎
年
『
報
告
書
」

が
発
行
さ
れ
、
仕
事
の
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
の
三
九
六
五
年
人
種
関
係
法
』
」
（
九
州
大

学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
紀
要
山
７
）
、
。
九
六
○
年
代
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
関
係
法
の
歴
史
的
経
緯
と
意
義
」
（
『
部

落
解
放
史
・
ふ
く
お
か
』
第
ｗ
号
）
参
照
。

（
、
）
若
松
邦
宏
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
関
係
政
策
の
展
開
と
現

状
」
（
『
国
際
政
治
」
第
一
一
○
号
、
一
九
九
五
年
一
○
月
）
二
三
頁
。

（
皿
）
、
回
の
曰
く
シ
Ｆ
ご
ロ
》
勺
の
［
宙
日
日
四
口
、
の
勺
一
山
ｐ
ｇ
Ｓ
１
ｍ
Ｃ
Ｃ
ｍ
》
勺
胃
［

弓
三
○
ｍ
の
ｍ
Ｅ
－
（
の
。
【
勺
の
【
［
○
【
曰
目
、
の
目
９
ｍ
の
⑫
戸
く
四
一
巨
の
”
の
く
一
の
三
ｍ
》

国
○
○
・

（
Ｂ
）
Ｐ
ｏ
ｓ
’
○
○
く
の
『
ロ
ョ
の
ヨ
シ
の
［
」
９
℃
・

（
ｕ
）
団
の
、
［
く
ｍ
ｌ
Ｅ
の
》
勺
の
忌
○
『
日
目
、
の
勺
一
目
図
Ｓ
］
‐
９
９
亜
勺
閂
【
○
口
の

国
○
○
・
℃
ロ
四
℃
‐
←
Ｐ

（
巧
）
回
Ｃ
国
匡
一
一
の
ニ
ロ
ン
匡
目
ヨ
ロ
ヘ
ミ
ー
ロ
［
の
【
口
ｓ
Ｐ
ｍ
ｏ
ｐ
ｇ
．
②
‐
①
．

（
略
）
二
○
○
○
年
八
月
一
日
、
人
事
・
平
等
部
（
勺
円
の
。
旨
の
一
回
目

部落解放研究 Nol49 2002.12 
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日
日
言
の
⑩
□
８
口
『
［
曰
の
ご
〔
）
の
平
等
課
課
長
ブ
ル
ー
ス
・
ギ
ル
ヘ

の
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。

（
Ⅳ
）
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
役
所
で
と
ら
れ
て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
職
員
や
管
理

職
の
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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